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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年11月5日(2009.11.5)

【公表番号】特表2009-506852(P2009-506852A)
【公表日】平成21年2月19日(2009.2.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-007
【出願番号】特願2008-529446(P2008-529446)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/145    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   5/14    ３１０　

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月8日(2009.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－　ブドウ糖の自己測定による食前ブドウ糖濃度測定値；
－　最大ブドウ糖上昇に対する糖質部分の効果；
－　食事中の糖質量の概算値；
－　最大ブドウ糖降下に対する食事インスリンの効果；
－　インスリン用量、
を考慮に入れた、食後ブドウ糖濃度測定システムであって、
自己測定した食前ブドウ糖の許容誤差が考慮され、治療作用計画に基づいて食後ブドウ糖
値が計算され、
　誤差も、
－　最大ブドウ糖濃度上昇に対する糖質部分の効果；
－　食事中の糖質量の概算値；
－　最大ブドウ糖濃度降下に対する食事インスリンの効果；
－　インスリン用量、
のうちの１つ又はいくつかについて考慮されることを特徴とするシステム。
【請求項２】
　食後ブドウ糖濃度が、治療計画にしたがい、さまざまな範囲の食前ブドウ糖濃度値につ
いて測定されることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　食前血糖に対する食後血糖として結果が表示されることを特徴とする、請求項１または
２に記載のシステム。
【請求項４】
　ブドウ糖濃度の下限を越えることによって臨界点に達したのか、ブドウ糖濃度の上限を
越えることによって臨界点に達したのかが決定されることを特徴とする、請求項１乃至３
のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項５】
　治療計画が、以下の関係：
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【表１】

にしたがい、食前ブドウ糖濃度に関連した糖質自己調整を含み、ここで、Ｘは、血糖範囲
６１～１２０ｍｇ／ｄｌに対する糖質部分の数（Ｘ＝１、２、３、４、又は５）であるこ
とを特徴とする、請求項１乃至４のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項６】
　治療計画が、以下の関係：

【表２】

にしたがい、食前インスリン用量自己調整を含み、ここで、Ｙは、血糖範囲８１～１２０
ｍｇ／ｄｌに対する、例えば１単位インスリン／１　ＣＡＲＢ－Ｐであることを特徴とす
る、請求項１乃至５のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項７】
　継続血糖モニタリングの傾向が、以下：

【表３】

のように考慮され、傾向は、以下:
【表４】

のように定義されることを特徴とする、請求項１乃至５のいずれか１項に記載のシステム
。
【請求項８】
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　－　ブドウ糖の自己測定による食前ブドウ糖測定値；
－　最大ブドウ糖上昇に対する糖質部分の効果；
－　食事中の糖質量の概算値；
－　最大ブドウ糖降下に対する食事インスリンの効果；
－　インスリン用量、
を考慮に入れた、食後ブドウ糖濃度を測定するためのコンピュータプログラムであって、
自己測定した食前ブドウ糖の許容誤差が考慮され、治療作用計画に基づいて食後ブドウ糖
値が計算され、
　誤差も、
－　最大ブドウ糖上昇に対する糖質部分の効果；
－　食事中の糖質量の概算値；
－　最大血糖降下に対する食事インスリンの効果；
－　インスリン用量、
のうちの１つ又はいくつかについて考慮されることを特徴とするコンピュータプログラム
。
【請求項９】
　食後ブドウ糖濃度が、治療計画にしたがい、さまざまな範囲の食前血糖値について測定
されることを特徴とする、請求項８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１０】
　食前ブドウ糖濃度に対する食後ブドウ糖濃度として結果が表示されることを特徴とする
、請求項８または９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１１】
　ブドウ糖の下限を越えることによって臨界点に達したのか、ブドウ糖濃度の上限を越え
ることによって臨界点に達したのかが決定されることを特徴とする、請求項８乃至１０の
いずれか１項に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１２】
　治療計画が、以下の関係：
【表９】

にしたがい、食前ブドウ糖濃度に関連した糖質自己調整を含み、ここで、Ｘは、ブドウ糖
範囲６１～１２０ｍｇ／ｄｌに対する糖質部分の数（Ｘ＝１、２、３、４、又は５）であ
ることを特徴とする、請求項８乃至１１のいずれか１項に記載のコンピュータプログラム
。
【請求項１３】
　治療計画が、以下の関係：
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【表１０】

にしたがい、食前インスリン用量自己調整を含み、ここで、Ｙは、ブドウ糖濃度範囲８１
～１２０ｍｇ／ｄｌに対する、例えば１単位インスリン／１　ＣＡＲＢ－Ｐであることを
特徴とする、請求項８乃至１２のいずれか１項に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１４】
　継続血糖モニタリングの傾向が、以下：

【表１１】

のように考慮され、傾向は、以下:
【表１２】

のように定義されることを特徴とする、請求項８乃至１２のいずれか１項に記載のコンピ
ュータプログラム。
【請求項１５】
　請求項８乃至１４のいずれか１項に記載のコンピュータプログラムを含有する、データ
記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】

【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】

【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１２】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１３】
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